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1．永元先生の思い出
　先生との触れ合いは僅か1年足らずであったが，先生が他界されて私に残
された思い出は少くない。先生が“恵存”の2字と先生の署名と共に私に残
された“和子，お母さん”と題する本が此処に私の机上にある。そしてその
著者も今は永遠の不帰の人となってしまった。
　先生は昭和51年，千駄木に家を求め，それ以来ずっと其処に根付き住んで
居られた。
　そして東大構内，権現坂，弥生が岡等を自分の庭の如く，よく散歩したも
のだったと話していた。私も東京に住んでいた頃，権現坂や不忍の池が思い
出の場所であり又，通学路でもあったので話がはずんだものだった。
　又先生が印度のニューデリーに勤務されていた頃，私はカナダの国立原子
力公社で印度から受註した　ラジヤスタン　プロジエクト　の重水原子炉の
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設計に従事していたので，その事を話し合って当時を偲んだものだった。先
生は悲憤慷慨型の情熱家で又酒豪であったが，新聞記者時代に，特ダネ記事
を取るための交際や徹夜で待機している時に培はれたものだと言って居られ
た。ゴルフも印度駐在外信記者のとき，よく練習されていた様だ。そして好
きなゴルフを楽しみ乍ら，母国日本のゴルフ場で，突然他界されたのである。
　先生が奥さんの他界を見送った最後の人となったが，私が，先生のゴルフ
場での他界を見送った最後の人となった事は，奇しき因縁と強く感じている。
　先生には種々御世話になり乍ら，多くを報いる事が出来なかったが，微力
乍ら最後迄先生の心臓マッサージと鼓舞激励に尽力し，又急救車で西方病院
迄お供した事が，せめてもの心の慰めとなっている。白鴎短大論集永元先生
追悼記念特集号を発刊するにあたり，改めて先生の御冥福をお祈りする次第
である。
ユ．ジャーナリスト作家Bruce　Hutchinsonと“カナダ国民の
　　特徴”
　永元先生もジャーナリスト出身で弁舌もさわやか，文筆も達者であったが，
20世紀前半の北米の作家や随筆家でジャーナリスト出身の者は，Emest
Hemingway（彼はKansas　City　Starで働き1後カナダのToronto　Starの
外信記者となって活躍した）を筆頭として，数多い。第皿節でその人達の氏
名や略歴を紹介する事とし，第H節では．Bruce　Hutchinsonの“カナダ国
民の特徴”の紹介を主とし，私のカナダ生活の体験と考察を加えた。世界の
7強国の中で，単一民族として最も顕著なのは勿論日本である。そしてその
対称的多民族国家はカナダである。その他に，人口，国土面積，天然資源，
産業等すべての点で日本とカナダは全く対称的である。お互に，自国にある
ものが無く，無いものがあるので，有無相通ずる親密な関係が将来益々深ま
る事であろう。世界は，交通手段の発達によって益々小さくなり，欧州に見
られる如く，国境の存在意義が次第に薄れて来て，統一された世界村に向っ
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て進んでいる時，多民族で構成された国民がどの様に考えているかを知る事
は，単一民族である我々日本人にとって，有意義な事であろう。
　アメリカとカナダは，その構成民族，言語習慣，歴史等すべての点でよく
似た国であるが，アメリカは“Melting　Pot（民族の坤。塙）”と呼ばれ，カナ
ダは“Multi－Culturism（多文化主義）”をモットーとしている。これはイデオ
ロギー的な相異というよりはむしろ，国家形成の過程の相異に帰因するもの
であろう。即ち米国は自由のために，一致団結して英国から独立を奪い取っ
て出来た国であるが，カナダは英国人と佛蘭西人が異る言語と文化をお互に
認め合って共存する必要があったので，この基本的国是に従って，カナダ国
民の祖国の文化をすべて認めてゆこうというルール，Multi－Culturism（多
文化共存主義）が出来上ったのであろう。又独立する迄英国の保護が必要だ
ったのも，国民の絆の弱さが1つの原因であったに違いない。カナダ国民の
特徴は，国民の文化の多様性，弱い新興国であるという劣等感をもっている
反面、大英帝国とフランスを祖先にもつというプライド，そして未来の巨人
となる夢と希望を秘め，力強く前進している若人の国なのである。
‘‘カナダ国民の特徴”要約
　カナダ国民の特徴，個性，夢といったものを定義するのは難しい。然し定
義が難しいから存在しないというのは誤りである。カナダ国民は少くとも次
の6つの一次的要素に分類される。
　（1）沿海地方の人達一誇り高く，妥協を許さず，不撹不屈の特性（スコッ
　　トランド人を祖先とする住民，例えばノバ　スコシヤ地方の住民を主に
　　指しているのであろう）
　（2）ケベックの人達一明朗で堅固で現実的（フランス人を指している）
　（3）オンタリオ州の人達一有能で多忙でカナダ人というよりはオンタリオ
　　州の人
　（4）トロントの人達一成長が目覚しいが，如何にも形容し難い不可解な人
　　達
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　（5）草原地帯の人達一広大で寛容で純真で無邪気な人達
　（6）ブリティシュ　コロンビア地方の人達
　　少年の様に貧欲で自己中心的な人達
カナダの国民性はこの様に多様に分裂している。然し分裂状態であるからと
言って，何も言い訳をしたり，謝ったりする必要はない。強大国の国民性や，
歴史上の偉人の性格は，分裂症なのだ。例えば英国は，最も安定し統一され
ているかの如く見えるが，スコットランド人又はウェイル人を英国人と対比
し，ロンドンっ子と北国の人達を対比したときその多様性に驚かされる。カ
ナダ国民に共通した事だが，国は画一的，同一的になる事によって強大とな
るという考えは全く幻想に過ぎない。例えば人類の最も重要な基本的要素は
家族であるが，家族の繁栄は，各員が一様でなく，多芸多才によってもたら
されるもので，又団結と統一をもたらす最善の保護なのだ。我々自身，自分
の子孫が全部画一的で相似である事が生まれる前に分っていたら，生むのを
止めるのが慈悲心というものであろう。チューインガムの束の様な世代が出
来た時，真の国民性が生れると考えるのは誤った先入観である。
　然し乍らカナダ国民は多種多様な特徴をもっていると言っても，国民性が
あるという証左にはならない。国民性があるというからには，全国に共通で，
判然とした，万人が認める事の出来る特徴，天性素質及び深く根ざした感性
一即ち無形の漢然としたものを測定出来る標準や尺度の存在を証明しなけれ
ばならない。この点に来ると，カナダの国民性に関する議論はいつも行きづ
まってしまう。その理由はこうだ。他の先輩国は，防水容器の中で形成され
た様なもので，生長期に外国からの接触もなく稀釈水も入らず，独自の形に
凝固して出来た。我々は激しい世界革命の中ですべての国々が，新しい輸送
方式，情報及び宣伝の嵐の中を一緒に押し流されている時に，ごく最近国家
建設をはじめたばかりなのだ。我々の環境は，オーストラリヤの場合と異り
非常に困難なものなのだ。北はまぶしい北極の光に目が眩み，南の隣国は圧
倒されんばかりの世界の最強国で，その影響は，断えざる潮流となって，我
々の岸に迫り，洗い流し，のしか・ってくる。我々は過去も現在でもやっと
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歩き出した青年の様なもので，過去の栄光を担った苔むす母国，英国，フラ
ンスを肩越しに見て，目前には超強大国をひかえているのだ。
　それでも兎に角，カナダ国民に共通した特徴を見つけ出して，総合し，ま
とめなければならない。
　先づ第1に最も顕著な特徴は，自分の国を卑下し過ぎることだ。アメリカ
に対し，母国英国及びフランスに対して過度の劣等感をもつ事だ。この事は，
カナダ国民が英国人であったのを考えると奇妙なことだ。英国人の国家的罪
悪は偽善であると言われるが，強大国民の自尊心と自信に満ちているので，
これをよろこんで容認し，第3者の不礼を笑いとばす事が出来る。カナダ国
民は外国人の非難を受けると，英国人には考えられない様な自信の無さと懐
疑のために，小さくなってふさぎ込み，落ちこんでしまうのだ。
　これはもう1つの国民性に根ざしている。つまりカナダ国民は余りにも保
守的で，石橋を叩いて渡る程憶病なのだ。新しいシステムで，進歩した国政
運営方式で能力を試してみようとしないのだ。国民は無表情で反応が鈍く，
国民を代表する政治家は陳腐で平凡で色彩や華麗な事を好まない。我々カナ
ダ人は，暗黒の夜に微かな弱い光の明滅する大都会に住み，お互に隔絶され
た淋しい人達なのだ。周囲の広大なスペースに圧倒され，平原地帯の厳しい
寒さ，我々に襲いか・る様な高山，ドアに見える荘漢たる海，北極の苛酷な
気侯に畏怖を感じる淋しい人問なのだ。我々は都会に居ても，他の大工業国
や都市国家の人達よりも“土”に近接している。我々は他の誰よりも地上の
自然現象，成長，収護及び凋落に関心をもっている。この土の感覚が国民の
思想，政治，経済組織及び個人の習慣に至る迄影響を及ぼしている。我国の
画家は，抽象画を好んで描く他国の画家と違って，岩石や松の木の様な堅い
物を描きたがるのは，この土に対する感覚のなせるわざなのだ。
　この土に根ざした深い本能，苛酷な自然に対する間断なき戦い，生存する
だけのための努力，これ等が我国民を想像力の無い，口下手な，全くユーモ
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アの無い人達にしてしまっている。我々が抑圧して居り，又他国の人より劣
っていると考えている情熱，詩情や笑い等は，我々は充分持っているのだと
いう事が将来実言登されるかも知れない。そしてこれ等が激しい爆発となって
一挙にふき出すかも知れない。然し今迄のところ，この様な轟音もなければ，
小さな国歌のうた声さえ聞こえない。今迄実護された様に，我々は国民性を
作らない事で一つの国民性を形成したと言うかも知れない。偉大な空虚は或
る実質的なものを形成し，真空状態はある実質となり，国民の沈黙はカナダ
の声で話しはじめる。我々は何も作らなかったが，これは表現に対する病的
恐怖で，そうする事によって他の国民と違った何かを形成した。これは国民
的特徴と言えないのは私も認めるが，これは他の何処にも無いものなのだ。
或る物の形成を拒絶するのはそれ自身或る物を達成した事なのだ。
　然し，これ等の明白な特質の他に，我々についてもっと重要で判然とした
ものが存在するのだ。
　我々は集団的生長の初期の苦悩の段階にある数少い国民の中の1つだ。古
い国民は定着し，各の慣例，条件，態度及び限界を永久的なものとして認め
たが，我々は未だ何事も認めず，“限界”などは論外の事だ。我々はある変
化を期待して生きている。この変化は必ずしも楽しいものでなく，懐疑的な
ものだが，それは避けられない。我々は永久的な拡大発展と改革の過程にあ
り，何処に到達するかは誰も分らない。我々は，父の家に定着した実年の住
人でなく，将来家族が何人になるかも分らず，又特別はっきりした計画もな
く，家を作っている若人の様なものである。我々のは未知と冒険であるが，
人が自分の手で或るものを創造してゆくときに得られる比類無き人生最大の
満足である。物事の創生段階にあるという感じ，何かこれから偉大なものを
建設しようとする期待，これこそカナダ人に共通した最も顕著な特徴である。
我々は或るものを形成する人間であり，ビーバーの国である。確かに我々は
カナダ国民の特徴を定義出来なかった。だが次の事を考えて見よう。
　地理的，経済的困難や多民族の障害をのりきって，我々は1つの偉大な国
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家を作りあげた。我々はどの様にしてこの偉業を成し遂げたか，何故カナダ
は分裂瓦解しなかったか，何故敗北を認めてアメリカに合併されず独立を維
持して来たのか。如何なる政治的決定も経済計画もこの理由を説明出来ない
のだ。政治や経済以上の何かが作用していたのだ一それは自分の国を作り，
自分の家庭を作り，自分独自の生き方をしようとする不動の決意であった。
そして如何なる不便や不自由もこの決意を鈍らすことは出来なかったし，又
如何なる誘惑もこの決意を崩す事が出来なかった。この政治経済以外の或る
ものは，はっきりしない，容易に理解出来ないもので，説明し難い，何と表
現したらよいか分らないものである。堅固で寡黙でねばり強い根性がカナダ
人にあり，人生に非常に大切なもの，又は生命そのものに似た，永久に説明
出来ない神秘的なもので，神話や寓話に暗示されるもので，我々は多忙で寡
黙の故に発見出来なかったものである。これはいつか現れるだろうが，言葉
で表現出来なかったその物自体は，既に存在し，シヤンプレインがケベック
の岩の上ではじめてのカナダの厳しい冬の寒さに身震いを感じて以来受けつ
がれ，そしてカナダのすべての少年が地球の果の戦場迄，継承して心に抱き
続けて来たものである。高い山，深い森，平原の空，夏の収穫，冬の雪等の
夢が，広範囲に及ぶ盟約が，カナダの方式が，集積されてカナダの実体を形
成し，300年の間，放棄されず，売却されずに維持されて来たのだ。それ
でも更にこれが総括的な決定的な国民性でないと言うならば，それは，子供
が大人に生長する様に，国民性が生れた“土”なのだ。こ・数年，我々が顧
るより以上の速度でこの特徴が生長して来た。その最も顕著な証左は，以前
にもまして，大きな産みの苦しみの中で我々は一体何なのか，又将来何にな
りたいかを考える事が多くなった。我々は未だ答えられないが，我々の父親
の様に，我々の心の中には，余りに一般的なので当然と考えられている或る
支配的な感じがあるのを自覚している。我々は，方法論，政治理論や経済的
組織について口論をするが，この様なことは国民性を形成するものではない。
我々の特徴は，前述の様なものの上に作られるものでなく，もっと偉大で，
もっと共通した支配的なもの，スペース，美，カナダの生活の自由の上に作
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られるのだ。
Bruce　Hutchinsonの略歴
　ウィリアム　ブルース　ハッチンソンは1901年カナダ　オンタリオ州のプ
レスコットに生まれた。彼の幼少の頃，彼の家族は，ブリティシュ　コロン
ビヤに転居し，ヴィクトリヤ市近くで教育を受けた。16才のとき，ヴィクト
リヤ　デーリー　タイムズで作家としてのはじめての経験をした。その後各
種の経験をつみ，1925年編集長となって，首都オタワの新聞記者ギャラリー
に任命された。此処での仕事を通じてカナダの本質的な，精通した知識とカ
ナダ国内の問題が何であるかを体得した。彼は英連邦諸国，ヨーロッパ及び
アメリカ合衆国を広く旅行し，この経験に基づいて有名な作品“知られざる
国”を発表した。アメリカ及びカナダの多くの有名雑誌に掲載された短編小
説や論説以外に，“知られざる国”“将来のジャイアンツ　カナダ”を書い
た事により，カナダ総督の表彰メダルを受与された。1950年，ヴィクトリヤ
デーリー　タイムズの編集長となり，カナダの政治や経済に精通した作家と
して有名になった。
皿．ジャーナリスト出身の英米作家，随筆家
　1．　A．G．Gardiner　　1865～1946
　英国ケルムスフォードに生る。1919年迄ロンドンでデーリー　ニュースの
編集員として活躍し，又他の新聞にも随筆や自叙伝をよく寄稿した。
　2．　G．K　Chesterton　　　1876～1936
　ロンドンに生る。Slade　Art　Schoolに行ったが専門学校は中退し，出版
社で働き，問もなく“The　Speaker”，“The　Illustrated　London　News”に
よく随筆，小説，自叙伝等を寄稿した。
　3．　Irvin　S．Cobb　　　1876～1944
　米国ケンタッキー州Paducahに生る。16才で勉学を止め，新聞記者とな
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り，サタデー　イヴニングポスト，コスモポリタン　マガジンの編集員とな
る。短編小説，小説，劇等をよくした。ユーモア作家。
　4．J．V．Mcaree
　カナダ，オンタリオ　トロント市　に生る。両親はアイルランド人で，ジ
ャーヴィス　カレッジ卒業後，グローブ　アンド　メールに永年勤続した。
ジャーナリスト作家。
　5．　　Carl　Sandburg　　　1878～
　米国，イリノイ州，ゲールズブルグに生る。Lombard　College卒業後，
ジャーナリズム業界に入り，シカゴ　デーリー　ニュースの編集員となる。
散文作品，詩，民話等多くの著作を残したが，就中リンカーンに関する作品
は有名。
　6．　Robert　Lynd　　　1879～1949
　アイルランド　ベルファストに生る。クィーンズ　カレッジ卒業後，ロン
ドンに出て，ジャーナリズム業界に入って，20世紀前半の最も有名な英国の
随筆家となった。
　7．　James　Thurber　　　1894～1961
　米国オハイオ州コロンバスに生る。オハイオ州立大学卒業後，ジャーナリ
ズム業界に入り，フリーランス作家となって，主に“The　New　Yorker”に
寄稿した。有名なユーモア作家。
　8．　」．B．Priestley　　　1894～
　英国，ヨークシャー，ブラッドフォードに生る。16才で地方新聞の寄稿者
となり，後にケンブリッジ大学に入り，批評家，自叙伝，随筆家，小説家，
劇作家として有名になった。
　9．　Ernest　Hemmingway　　　1899～1961
　米国，イリノイ州　オークパークに医者の子として生る。狩猟，魚釣り等
の屋外スポーッは父親から学んだ。カレッジには行かないでカンサス　シテ
ィ　スターで働き出した。眼が悪かった・め，赤十字の急救車の運転手とな
り，イタリーで大怪我を負った。ミシガン州で傷を癒し，カナダの新聞，ト
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ロント　スターで働く事になる。1926年“日は又昇る”を書き，簡素な文体
と，荒々しい物語がトレードマークとなって，27才にして有名となった。其
後離婚や結婚をくりかえし，スペイン，アフリカ，フロリダ等に移り住んだ。
その後，スペイン内戦や第H次大戦に従軍記者として参加，1945年，キュー
バを永住の地にしようとしたが，カストロが政権を把握したので，アイダホ
州　ケッチャムに移り住んだ。当時健康を害し，うつ病や記憶喪失に悩み，
入院治療をしていたが，1961年猟銃自殺をした。“The　Sun　Also　Rises”
の他に“For　Whom　the　Bell　Tolls”，“The　Snow　of　Kilimanlaro”は映画
でも馴染の深いものである。
　10．Robert　Marphy　　1902～
　米国ペンシルバニヤ州，リドレー　パークに生る。レキシントン大学卒業
後，多くの論説や短編小説を　，サタデー　イーブニング　ポストに寄稿し，
副編集長となる。
　11．Morley　Callaghan　　1903～
　カナダ　トロント生れ。トロント大学及びオスグード　ホール　法律学校
卒，トロント　デーリースターで新聞記者として働いている時，ヘミングウ
ェイと出会った。サタデー　イブニング　ポストにもよく寄稿した。
　12．　Harry　Sylvester　　　1908～
　ニューヨーク　ブルックリンに生れた米国め短編小説家，ノートルダム大
学でジャーナリズムの学士号を取り，ニューヨーク，ブルックリンの新聞社
で働き，後にフリーランサーとなってCollier出版社から多くの小説を出し
た。
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